
【
講
評
】

　

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会

は
、
今
年
２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
。

今
年
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
は
、
国

内
作
家
賞
57
名
、
新
人
作
家
賞
64
名
、

特
別
作
家
賞
24
名
、
飛
彈
野
数
右
衛

門
賞
51
名
、
海
外
作
家
賞
13
名
。

　

国
内
作
家
賞
は
、
沖
縄
を
拠
点
に

精
力
的
な
制
作
活
動
を
続
け
る
石
川

真
生
氏
に
決
定
し
た
。
初
期
か
ら
の

主
要
な
作
品
を
は
じ
め
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
『
大
琉
球
写
真
絵
巻
』
シ
リ
ー
ズ

の
新
作
を
中
心
に
展
示
さ
れ
た
東
京

オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
展
覧
会
は
、
被
写
体
と
の
信

頼
関
係
を
育
み
つ
つ
展
開
さ
れ
る
創

作
写
真
の
独
創
性
を
照
ら
し
出
す
も

の
で
も
あ
っ
た
。
初
期
か
ら
現
在
に

い
た
る
ま
で
、
石
川
氏
の
写
真
表
現

に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
展
覧
会
タ

イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
私
に
何

が
で
き
る
か
」
と
い
う
明
確
な
問
い

で
あ
る
。
こ
う
し
た
独
創
性
と
一
貫

性
の
稀
有
（
け
う
）
な
在
り
よ
う
が

大
き
く
評
価
さ
れ
た
。

　

新
人
作
家
賞
は
、
金
川
晋
吾
、
菅

実
花
、
鈴
木
の
ぞ
み
、
田
口
和
奈
、

西
野
壮
平
、
吉
田
志
穂
の
各
氏
に
絞

り
込
ま
れ
た
後
、
最
終
段
階
で
金
川

晋
吾
、
菅
実
花
、
西
野
壮
平
の
各
氏

が
残
り
、
最
終
的
に
金
川
晋
吾
氏
が

選
ば
れ
た
。
失
踪
を
繰
り
返
す
父
親

や
20
年
以
上
消
息
不
明
だ
っ
た
伯
母

と
、
写
真
や
文
章
で
細
や
か
に
関
わ

っ
て
い
く
金
川
氏
の
作
品
は
、
従
来

的
な
見
る
／
見
ら
れ
る
関
係
、
撮
る

／
撮
ら
れ
る
関
係
を
静
か
に
揺
さ
ぶ

る
も
の
で
も
あ
る
。
い
っ
そ
う
深
み

を
増
し
つ
つ
あ
る
そ
の
問
い
か
け
と
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
写
真
表
現
の
新

た
な
可
能
性
が
決
め
手
と
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　

特
別
作
家
賞
に
は
、
北
海
道
１
０

１
集
団
撮
影
行
動
が
選
ば
れ
た
。
北

海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
と
は
、

全
日
本
学
生
写
真
連
盟
が
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
年
か
ら
77
年
の
間
に
行

っ
た
、
の
べ
６
０
０
人
以
上
と
も
い

わ
れ
る
大
学
生
た
ち
が
参
加
し
た
匿

名
的
な
活
動
で
あ
る
。
写
真
集
に
も

展
覧
会
に
も
ま
と
ま
ら
ず
未
完
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
、
写
真

や
資
料
の
収
集
、
保
管
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ

た
。
特
別
作
家
賞
の
規
定
に
は
「
北

海
道
在
住
ま
た
は
出
身
の
作
家
、
も

し
く
は
、
北
海
道
を
テ
ー
マ
・
被
写

体
と
し
た
作
品
を
撮
っ
た
作
家
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
自
明
と
な
っ
て
い
る

作
家
と
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な

存
在
な
の
か
。
北
海
道
１
０
１
集
団

撮
影
行
動
の
受
賞
は
、
半
世
紀
を
隔

て
、
こ
の
問
い
を
現
在
に
投
げ
か
け

る
こ
と
に
も
な
る
に
違
い
な
い
。

　

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
、
北
井
一

夫
氏
に
決
定
し
た
。
村
や
町
な
ど
普

通
の
人
々
の
暮
ら
し
と
日
常
の
風
景

を
撮
り
続
け
て
き
た
北
井
氏
の
展
開

は
、
「
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人
・

自
然
・
文
化
な
ど
を
撮
り
続
け
」
た

仕
事
を
対
象
と
し
た
同
賞
の
規
定
に

ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
か
ら
１
９

８
７
（
同
62
）
年
に
か
け
て
撮
影
さ

れ
た
『
フ
ナ
バ
シ
ス
ト
ー
リ
ー
』

の
、
撮
影
さ
れ
た
地
で
あ
る
船
橋
市

で
の
展
示
は
、
北
井
氏
の
写
真
が
か

け
が
え
の
な
い
船
橋
市
民
の
記
録
と

記
憶
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ

れ
は
同
賞
の
も
う
ひ
と
つ
の
規
定
、

「
地
域
に
対
す
る
貢
献
」
を
示
し
て

あ
ま
り
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

海
外
作
家
賞
は
、
菊
田
樹
子
氏
の

調
査
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
説
明
を
踏

ま
え
た
う
え
で
審
査
に
移
り
、
対
象

国
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、
ヴ
ァ
サ
ン

タ
・
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
氏
が
選
ば
れ
た
。

ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
氏
は
、
古
代
イ
ン
ド

の
大
長
編
叙
事
詩
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』

を
現
代
的
に
再
話
、
各
章
ご
と
に
１

冊
ず
つ
写
真
集
化
す
る
長
期
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
『A M

yth of Two Souls

』

を
展
開
し
て
い
る
。
写
真
だ
け
で
な

く
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン

ド
の
伝
統
的
な
着
色
、
土
地
固
有
の

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
織
り
交
ぜ
た
表
現

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
審
査

会
後
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
も
一
区
切
り
つ
き
、
よ
う
や
く
例

年
ど
お
り
に
戻
っ
た
今
年
の
審
査
会

は
、
く
し
く
も
40
回
目
の
節
目
と
な

る
審
査
会
と
な
っ
た
。
40
年
と
い
う

年
月
は
歴
史
と
伝
統
と
い
う
言
葉
で

呼
ぶ
に
十
分
な
長
さ
だ
と
思
う
が
、

そ
の
歴
史
と
伝
統
は
、
絶
え
ざ
る
革

新
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で

も
あ
る
。
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、

東
川
賞
は
ど
う
革
新
し
て
い
く
べ
き

か
。
今
年
の
審
査
に
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
そ
の
よ
う
な
思
い
が
反
映
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
１
９
８
５

（
昭
和
60
）
年
の
「
写
真
の
町
宣
言
」

か
ら
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
の

「
写
真
文
化
首
都
宣
言
」
を
経
て
現

在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
趣
旨
に
共
感

し
た
町
の
人
々
の
多
大
な
努
力
と
、

世
界
の
人
々
の
共
感
の
力
に
導
か
れ

な
が
ら
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
き
た
い
。

　
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員

　
　
　
　
　
　

上　

野　
　
　

修

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞 

受
賞
者
決
定
‼

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞 

受
賞
者
決
定
‼

　

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
受
賞
作
家
が
決
ま
り
ま
し
た
。
国
内
作
家
賞
は
石
川
真
生
氏
（
沖
縄
県
在
住
）
、
新
人
作
家
賞
は
金
川
晋
吾
氏

（
東
京
都
在
住
）
、
特
別
作
家
賞
は
北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
、
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
は
北
井
一
夫
氏
（
千
葉
県
在
住
）
、
海
外
作
家
賞

は
ヴ
ァ
サ
ン
タ
・
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
氏
（
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
在
住
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
８
月
３
日
㈯
に
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
同
日
か
ら
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
受
賞
作
家
作
品
展
を
開
催
。
翌
４
日
㈰
に
は
同
所
で
受

賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
予
定
で
す
。
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第40回写真の町東川賞
【 
受 
賞 
者 

紹 

介 

】

〈
国
内
作
家
賞
〉

石
川 

真
生 
氏

〈
受
賞
理
由
〉

展
覧
会
「
石
川
真
生 

―

私
に
何
が

で
き
る
か―

」
（
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ

ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／2023

）

に
対
し
て

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
、
沖
縄

県
大
宜
味
村
生
ま
れ
。
１
９
７
０
年

代
か
ら
写
真
を
は
じ
め
、
１
９
７
４

（
同
49
）
年
、W

ORKSHOP

写
真

学
校
東
松
照
明
教
室
で
写
真
を
学
ぶ
。

以
降
、
沖
縄
を
拠
点
に
制
作
活
動
を

行
い
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
人
物
を
中
心

に
人
々
に
密
着
し
た
作
品
を
制
作
し

て
い
る
。
90
年
代
ま
で
の
主
な
写
真

展
に
、
１
９
７
７
（
同
52
）
年
「
金

武
の
女
た
ち
」
（
ミ
ノ
ル
タ
フ
ォ
ト

ス
ペ
ー
ス
／
東
京
）
、
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
、

１
９
９
０
（
同
２
）
年
「
港
町
エ
レ

ジ
ー
」
（
い
ず
れ
も
那
覇
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
／
沖
縄
）
、
１
９
９
１
（
同

３
）
年
「
仲
田
幸
子
一
行
物
語
」

（
り
う
ぼ
う
ホ
ー
ル
／
沖
縄
）
。
２

０
０
０
年
代
に
は
国
内
外
の
企
画
展

に
参
加
。
主
な
も
の
に
２
０
０
３

（
同
15
）
年
「KEEP IN TOUCH: 

PO
SITIO

NS IN JA
PA
NESE 

PHOTOGRAPHY

」
（
グ
ラ
ー
ツ
市

美
術
館
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
、
２
０

０
４
（
同
16
）
年
「
ノ
ン
セ
ク
ト
・

ラ
デ
ィ
カ
ル 

現
代
の
写
真
Ⅲ
」

（
横
浜
美
術
館
／
神
奈
川
）
、
同
年

「
永
続
す
る
瞬
間 ―

 

沖
縄
と
韓
国 

内
な
る
光
景
」
（M

oM
A PS1

／
ア

メ
リ
カ
）
、
２
０
０
８
（
同
20
）
年

「
沖
縄
プ
リ
ズ
ム 

1872-2008

」

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
／
東
京
）

が
あ
る
。

　

２
０
１
１
（
同
23
）
年
、
『FEN-

CES, OKINAW
A

』
で
、
さ
が
み
は

ら
写
真
賞
を
受
賞
。
２
０
１
４
（
同

26
）
年
に
写
真
展
「
大
琉
球
写
真
絵

巻
パ
ー
ト
１
」
（
那
覇
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）
を
開
催
以
降
、
毎
年
、
本
シ

リ
ー
ズ
の
制
作
発
表
を
続
け
て
い
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
、
日
本
写

真
家
協
会
賞
作
家
賞
を
受
賞
。
そ
の

後
も
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
、
２

０
２
１
（
同
３
）
年
、
「
石
川
真
生

展
：
醜
く
も
美
し
い
人
の
一
生
、
私

は
人
間
が
好
き
だ
。
」
（
沖
縄
県
立

博
物
館
・
美
術
館
／
沖
縄
）
、
２
０

２
３
（
同
５
）
年
「
石
川
真
生―

私

に
何
が
で
き
る
か―

」
（
東
京
オ
ペ

ラ
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
東

京
）
を
開
催
。
２
０
２
４
（
同
６
）

年
、
第
74
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大

臣
賞
、
第
43
回
土
門
拳
賞
を
受
賞
。

釜
山
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ2024

（
韓
国
）
、

「
ラ
イ
フ
２ 

す
べ
て
は
君
の
未
来
」

（
熊
本
市
現
代
美
術
館
／
熊
本
）
に

参
加
予
定
。

　

主
な
作
品
に
、「
金
武
の
女
た
ち
」

（1977

）、「
熱
き
日
々 in 

キ
ャ
ン
プ

ハ
ン
セ
ン!!

」（1982

）、「LIFE IN 
PHILLY

」（1987

）、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」

（1989

）、「
港
町
エ
レ
ジ
ー
」（1990

）、

「
仲
田
幸
子
一
行
物
語
」（1991

）、「
沖

縄
の
自
衛
隊
」（1995

）、「
沖
縄
の
米

軍
」（1996

）、「
沖
縄
海
上
ヘ
リ
基
地
」

（1998

）、「
日
の
丸
を
視
る
目
」

（1999

）、「
大
琉
球
写
真
絵
巻
パ
ー
ト

１
〜
10
」（2014-2023

）
が
あ
る
。現

在
も
国
内
外
で
広
く
写
真
を
発
表
し
、

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
ほ
か
、

東
京
都
写
真
美
術
館
、
福
岡
ア
ジ
ア

美
術
館
、横
浜
美
術
館
、国
立
国
際
美

術
館
、ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館（
ア
メ

リ
カ
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

（
ア
メ
リ
カ
）な
ど
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
多
数
収
蔵
さ
れ
て

い
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉　

　

第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
を
授
与

さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
50
年
余
り
の
間
、
沖
縄

を
拠
点
に
し
て
、
沖
縄
を
と
り
続
け

て
き
た
私
に
と
っ
て
は
励
み
に
な
る

賞
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
沖
縄
を
と
り

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
新
人
作
家
賞
〉

金
川 

晋
吾 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

写
真
集
『
長
い
間
』
（
ナ
ナ
ル
イ
／

2023

）
、
写
文
集
『
い
な
く
な
っ
て

い
な
い
父
』
（
晶
文
社
／2023

）
に

対
し
て

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
京
都
府

生
ま
れ
。
大
学
在
学
中
に
イ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
ウ
ム
研
究
所
に
通
い
、
写
真

家
の
鈴
木
理
策
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
受
け
る
。
写
真
を
撮
り
始
め
た
こ

ろ
は
、
写
真
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
切

断
」
の
機
能
、
い
わ
ば
「
よ
く
わ
か

ら
な
く
す
る
」
写
真
の
あ
り
よ
う
に

ひ
か
れ
、
対
象
や
テ
ー
マ
な
ど
は
設

定
せ
ず
に
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
る
。

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
入
学
し

た
大
学
を
２
年
休
学
し
６
年
目
の
２

０
０
６
（
同
18
）
年
に
写
真
「
ひ
と

つ
ぼ
」
展
に
入
選
。
就
職
活
動
は
や

っ
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
、

コ
ン
ペ
入
選
を
な
ん
と
な
く
の
言
い

訳
に
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
写
真
を
撮
る
よ
う

に
な
る
。
だ
が
、
次
第
に
自
分
の
写

真
が
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
、
こ
れ
ま
で
の
い
わ
ば
「
無
意

味
」
を
志
向
す
る
よ
う
な
方
向
性
で

は
続
け
ら
れ
な
く
な
る
。
将
来
へ
の

不
安
に
駆
ら
れ
胃
腸
も
悪
く
す
る
。

環
境
を
変
え
よ
う
と
２
０
０
８
（
同

20
）
年
東
京
藝
術
大
学
の
大
学
院
を

受
験
し
、
進
学
で
き
る
こ
と
に
。
た

だ
、
そ
れ
で
も
何
を
撮
れ
ば
い
い
の

▲沖縄芝居―仲田幸子一行物語
　南風原町（津嘉山公民館）、1981年6月

▲沖縄芝居―仲田幸子一行物語
　仲田幸子（1933-）劇団でいご座座長。三枚目が当
　たり役、1978年頃
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第40回写真の町東川賞
か
わ
か
ら
ず
に
迷
走
し
て
い
る
と
き
、

父
が
数
年
ぶ
り
に
い
な
く
な
る
。
父

は
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
て
き
た
が
何

も
せ
ず
に
家
に
い
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
は
や

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う

と
思
い
、
父
を
撮
り
始
め
る
。
父
と

関
わ
る
な
か
で
起
こ
っ
た
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
を
日
記
に
つ
け
る
よ
う
に

な
る
。
父
を
撮
る
こ
と
で
、
写
真
に

は
思
い
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

写
っ
て
く
る
こ
と
を
実
感
し
、
写
真

と
出
会
い
直
す
。
２
０
１
６
（
同

28
）
年
に
青
幻
舎
よ
り
『father

』

刊
行
。
『father

』
と
い
う
作
品
に

よ
っ
て
父
が
「
失
踪
す
る
父
」
と
し

て
固
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
反
動

と
し
て
、
失
踪
ば
か
り
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
父
の
こ
と
や
自
分
の
こ

と
、
写
真
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
た

『
い
な
く
な
っ
て
い
な
い
父
』
を
２

０
２
３
（
令
和
５
）
年
晶
文
社
よ
り

刊
行
。
今
で
は
言
葉
を
書
く
こ
と
が

自
身
の
活
動
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
よ
り
病

院
で
暮
ら
し
て
い
る
伯
母
の
身
元
引

受
人
に
な
り
、
た
ま
に
会
い
に
行
っ

て
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
る
。
２
０

２
０
（
令
和
２
）
年
に
伯
母
が
亡
く

な
る
ま
で
の
写
真
と
日
記
で
構
成
さ

れ
た
『
長
い
間
』
を
２
０
２
３
（
同

５
）
年
ナ
ナ
ル
イ
よ
り
刊
行
。
父
や

伯
母
に
つ
い
て
の
日
記
を
書
く
な
か

で
日
記
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
日
記
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
。

　

現
在
は
、
長
崎
の
平
和
祈
念
像
や

カ
ト
リ
ッ
ク
の
文
化
、
自
身
の
信
仰

等
々
に
つ
い
て
扱
っ
た
『
祈
り
／
長

崎
』
を
制
作
中
で
、
書
肆
九
十
九
よ

り
刊
行
予
定
。
ま
た
、
複
数
人
で
暮

ら
し
て
い
る
自
身
の
生
活
を
撮
影
し

た
作
品
も
制
作
中
で
、
こ
ち
ら
も
出

版
に
向
け
て
編
集
作
業
を
進
め
て
い

る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

こ
の
た
び
は
東
川
写
真
新
人
賞
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
写
真
に
撮
ら
れ
る
こ
と
を
受

け
入
れ
て
く
れ
た
父
と
伯
母
に
深
く

感
謝
し
た
い
で
す
。

　

『father

』
を
出
版
す
る
前
、
話

を
す
る
た
め
に
父
に
会
い
に
行
き
ま

し
た
。
自
分
の
こ
と
が
主
題
と
な
っ

て
い
る
本
が
世
に
出
る
こ
と
に
つ
い

て
、
父
の
気
持
ち
を
聞
い
て
お
き
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

父
は
「
お
前
が
本
に
し
た
い
な
ら

そ
う
し
た
ら
い
い
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
反
応
は
予
想
通
り
だ

っ
た
の
で
す
が
、
私
が
本
当
に
聞
き

た
か
っ
た
の
は
「
私
の
思
い
ど
う
こ

う
は
さ
て
お
き
、
あ
な
た
自
身
は
こ

の
作
品
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、

私
が
い
く
ら
聞
き
方
を
変
え
て
尋
ね

て
も
、
父
の
答
え
は
「
お
前
が
し
た

い
な
ら
し
た
ら
い
い
」
以
上
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

父
は
そ
の
と
き
次
の
よ
う
な
こ
と

も
言
い
ま
し
た
。

「
お
前
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
何
な

の
か
を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
で
も
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
お
前

が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
ど
う
こ
う
言

い
た
い
と
は
思
わ
な
い
」

　

こ
の
よ
う
な
私
と
父
の
関
係
が
よ

い
も
の
だ
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
あ
や
う
さ
を
は

ら
ん
で
い
る
と
も
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
関
係
の
な

か
で
父
が
私
に
自
分
自
身
を
差
し
出

し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
『fath- 
er

』
の
よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

写
真
と
い
う
場
に
お
い
て
自
身
の

存
在
を
私
に
差
し
出
し
て
く
れ
た
父

と
伯
母
に
、
今
回
の
受
賞
を
さ
さ
げ

た
い
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
特
別
作
家
賞
〉

北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動

〈
受
賞
理
由
〉

全
日
本
学
生
写
真
連
盟
が
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
〜
１
９
７
７
（
同
52
）

年
の
間
に
行
っ
た
北
海
道
に
お
け
る

19
回
の
集
団
撮
影
行
動
に
対
し
て

　

「
北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
」

の
「
１
０
１
」
と
は
、
１
９
６
９

（
昭
和
44
）
年
を
指
す
。
「
１
８
６

８
（
明
治
元
）
年
か
ら
１
０
１
年
目

の
北
海
道
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
す
る
」

と
し
て
、
当
時
の
全
日
本
学
生
写
真

連
盟
（
略
称
・
全
日
）
が
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
年
に
北
海
道
学
生
写
真

連
盟
と
の
連
名
で
全
国
の
大
学
写
真

サ
ー
ク
ル
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
翌

年
か
ら
撮
影
を
開
始
し
た
。
提
起
し

た
の
は
写
真
評
論
家
の
福
島
辰
夫
で

あ
る
。

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
前
半

に
か
け
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

各
地
で
反
戦
運
動
や
学
園
紛
争
が
沸

き
起
こ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
写
真
で

何
が
で
き
る
か
？
」
を
自
ら
に
問
う

▲father ,2009▲father ,2009
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第40回写真の町東川賞
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
写
真
で

何
が
で
き
る
か
？
」
を
自
ら
に
問
う

た
学
生
た
ち
に
よ
る
写
真
運
動
を
全

日
が
開
始
し
た
。
「
北
海
道
１
０
１

集
団
撮
影
行
動
」
は
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
開

催
さ
れ
た
「
写
真
１
０
０
年 
日
本

人
に
よ
る
写
真
表
現
の
歴
史
」
展
で

の
、
田
本
研
造
ら
に
よ
る
北
海
道
開

拓
初
期
写
真
群
の
優
れ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
性
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
が

契
機
と
な
り
、
北
海
道
の
現
実
に
写

真
で
、
そ
し
て
集
団
で
向
き
合
お
う

と
し
た
。

　

合
宿
形
式
を
と
り
、
１
９
７
７

（
同
52
）
年
夏
ま
で
の
９
年
間
に
全

道
各
地
で
19
回
の
撮
影
を
行
っ
た
。

全
国
か
ら
延
べ
６
０
０
人
を
超
え
る

学
生
が
参
集
し
、
撮
影
さ
れ
た
写
真

は
膨
大
な
数
に
上
る
。
写
真
集
出
版

を
目
指
す
も
未
完
で
あ
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

「
北
海
道
１
０
１
集
団
撮
影
行
動
」

の
写
真
は
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
に
東
京
都
写
真
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
「
日
本
写
真
の
１
９
６
８
」
展

に
て
、
同
美
術
館
専
門
調
査
員
で
写

真
史
家
の
金
子
隆
一
氏
（
「
北
海
道

１
０
１
」
初
動
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

立
正
大
）
が
一
部
を
紹
介
し
て
以
来
、

公
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
た
び
出
展
す
る
写
真
は

そ
の
と
き
の
展
示
枚
数
を
は
る
か
に

超
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
全
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
東
川
賞
受
賞
を
機

に
、
か
つ
て
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、

田
本
研
造
ら
が
遺
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

プ
リ
ン
ト
を
68
年
当
時
、
函
館
市
博

物
館
な
ど
で
丹
念
に
複
写
し
て
い
た

故
澤
田
彰
さ
ん
（
旭
川
市
出
身
、
酪

農
学
園
大
）
の
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
を
、

ご
家
族
の
ご
好
意
に
よ
り
展
示
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
団
で
の
撮
影
行
動
は
１
９
７
７

（
昭
和
52
）
年
で
中
断
し
ま
し
た
が
、

出
版
を
目
指
す
私
た
ち
に
と
っ
て
は

今
も
「
北
海
道
１
０
１
」
は
続
い
て

い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
〉

北
井 

一
夫 

氏

〈
受
賞
理
由
〉

展
覧
会
「
フ
ナ
バ
シ 

ス
ト
ー
リ
ー
」

（
船
橋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／2023

）

に
対
し
て

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
旧
満

州
鞍
山
（
あ
ん
ざ
ん
）
市
生
ま
れ
。

日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
中
退
。

　

65
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
潜

水
艦
が
横
須
賀
に
寄
港
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
全
学
連
の
デ
モ
活
動
を
撮

り
下
ろ
し
た
写
真
集
『
抵
抗
』
を
自

費
出
版
す
る
。
69
年
か
ら
、
新
東
京

国
際
空
港
反
対
闘
争
を
記
録
し
た

「
三
里
塚
」
を
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』

に
連
載
。
闘
争
に
身
を
置
く
農
民
た

ち
の
日
々
を
内
側
か
ら
捉
え
た
作
品

は
高
い
評
価
を
獲
得
し
、
72
年
に
第

22
回
日
本
写
真
協
会
新
人
賞
を
受
賞
。

74
年
か
ら
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
に

「
村
へ
」
を
連
載
。
同
作
で
76
年
に

第
１
回
木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
を
受
賞

し
た
。
81
年
に
大
阪
の
庶
民
生
活
を

取
材
し
た
『
新
世
界
物
語
』
、
89
年

に
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
た
千
葉
県
船
橋
市
で
生
活
す
る

人
々
を
文
章
と
写
真
で
つ
づ
っ
た

『
フ
ナ
バ
シ 

ス
ト
ー
リ
ー
』
を
刊

行
。
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
は
、

東
京
都
写
真
美
術
館
で
回
顧
展
「
い

つ
か
見
た
風
景
」
が
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
３
（
同
25
）
年
に
60
年
代
か

ら
の
制
作
活
動
に
対
し
て
日
本
写
真

協
会
賞
作
家
賞
を
、
２
０
１
７
（
同

29
）
年
に
はParis 

Photo 
2017 

Guest of Honor for Paris Photo 
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organ 
Curator’

s 
Highlights

を
受
賞
し

た
。

　

主
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
、
船
橋
市
役
所
（
船
橋
市
）
、

東
京
都
写
真
美
術
館
（
東
京
）
、
宮

城
県
立
美
術
館
（
仙
台
）
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
（
東
京
）
、
シ
カ
ゴ

美
術
館
（
ア
メ
リ
カ
）
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
美
術
館
（
ア
メ
リ
カ
）
、Pier 

24 Photography

（
ア
メ
リ
カ
）
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
近
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美
術
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リ
カ
）
、JPM
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な
ど
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

写
真
を
撮
り
は
じ
め
て
か
ら
も
う

60
年
に
な
る
。
１
９
６
４
（
昭
和

39
）
年
20
歳
の
と
き
か
ら
写
真
を
撮

り
、
70
年
に
は
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」

な
ど
の
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
日
本
の
70
年
前
後
は
雑

誌
全
盛
の
時
代
で
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
雑
誌
が
競
争
し
て
出
版
し
、

カ
メ
ラ
雑
誌
、
グ
ラ
ビ
ア
写
真
雑
誌

も
多
数
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
に

写
真
家
に
な
っ
て
、
ず
っ
と
撮
り
続

け
て
い
た
私
の
写
真
は
、
古
く
か
ら

続
く
村
の
人
々
の
生
活
と
そ
の
場
の

風
景
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
れ
も
雑
誌

掲
載
の
た
め
の
写
真
だ
っ
た
。

　

雑
誌
の
た
め
の
写
真
は
忙
し
い
も

の
で
、
撮
影
し
て
す
ぐ
に
フ
ィ
ル
ム

現
像
、
プ
リ
ン
ト
を
し
て
翌
朝
に
は

で
き
た
ば
か
り
の
写
真
を
届
け
る
こ

と
が
よ
く
あ
っ
た
。
思
い
返
す
と
、

い
ま
ま
で
よ
く
や
っ
て
こ
れ
た
と
い

う
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
飛
彈
野
数
右
衛
門
さ
ん

か
ら
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
言
わ
れ
た

よ
う
な
受
賞
で
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

〈
海
外
作
家
賞
〉

ヴ
ァ
サ
ン
タ
・
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン 

氏

▲団地と新興住宅地に暮らす人々、撮影年代1983-1987年「フナバシ ストーリー」より
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第40回写真の町東川賞
〈
受
賞
理
由
〉

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「A M

yth of 
Two 

Souls
」
に
お
け
る
一
連
の
作

品
に
対
し
て

　

１
９
８
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
母

と
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
父
の
も
と
、
グ

ル
ノ
ー
ブ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
生
ま

れ
る
。
ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
は
独
学
で
写

真
を
学
び
、
最
初
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
作
品
「Piémanson

」

（2009-2013

）
を
制
作
す
る
中
で
、

優
れ
た
写
真
は
時
間
の
経
過
と
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
新

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
常
に
直
感
か

ら
始
ま
り
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
自

分
が
何
を
ど
の
よ
う
に
撮
り
た
い
の

か
を
理
解
す
る
と
い
う
。

　

２
０
１
４
年
に
出
版
社Chose 

C
om
m
une

を
共
同
設
立
し
、

『Piémanson

』
を
刊
行
し
た
。
そ

の
後
、
イ
ン
ド
の
壮
大
な
叙
事
詩

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
に
触
発
さ
れ
、

現
実
と
虚
構
の
狭
間
を
探
求
す
る
７

冊
に
及
ぶ
写
真
集
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「A M
yth of Two Souls

」
（2013-

2021

）
に
取
り
組
ん
だ
。

　

「A M
yth of Two Souls

」
は
、

エ
リ
ゼ
美
術
館
（
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
／

2019

）
、
シ
ャ
ネ
ル
・
ネ
ク
サ
ス
・

ホ
ー
ル
（
東
京
／2019

）
、Deck

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／2020

）
、
ベ
ル

フ
ァ
ス
ト
・
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（2023

）
で
個
展
と
し
て
開
催
。

ま
た
、
「Illum

inating 
India 

1857-2017

」
サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
ロ
ン
ド
ン
／2017

）
、

「Body Building

」
イ
シ
ャ
ラ
・
ア

ー
ト
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
ド

バ
イ
／2019

）
、
「Energy:Sparks 

from the Collection

」
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館

（
ロ
ン
ド
ン
／2023

）
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
展
で
も
展
示
さ
れ
た
。

　

ヨ
ガ
ナ
ン
タ
ン
は
、
エ
マ
ー
ジ
ン

グ
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｐ
イ
ン
フ

ィ
ニ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
（
２

０
１
７
年
）
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か

の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
と
２
０
２
１
年
に
は
、
写
真
集

『Dandaka

』
と
『Am
m
a

』
が
そ

れ
ぞ
れ
ア
ル
ル
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
フ
ォ
ト
ー
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
・
ア
ワ
ー
ド
、
パ
リ
フ
ォ
ト
・
ア

パ
チ
ャ
ー
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
の
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
２
０
２
２

年
に
は
、
エ
ル
メ
ス
財
団
が
ア
ン

リ
・
カ
ル
テ
ィ
エ
＝
ブ
レ
ッ
ソ
ン
財

団
（
パ
リ
）
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｐ
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
）
と
提
携
し
、
フ
ラ
ン
ス

と
ア
メ
リ
カ
で
交
互
に
行
わ
れ
る
滞

在
制
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Immersion

」

に
参
加
す
る
な
ど
、
近
年
そ
の
活
躍

の
場
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
る
。

〈
作
家
の
言
葉
〉

　

「A M
yth of Two Souls

」
で
東

川
賞
海
外
作
家
賞
を
受
賞
し
、
光
栄

で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２

０
１
９
年
に
世
界
の
ど
こ
よ
り
も
早

く
東
京
で
展
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
す

で
に
日
本
と
強
い
き
ず
な
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
北
海
道
の
新
た
な
観
客

に
届
く
こ
と
は
私
に
と
っ
て
誇
り
で

あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。▲「二つの魂の神話」より

　Disappearance
　Trivandrum, India, 2013

▲「二つの魂の神話」より
　Longing For Love
　Danushkodi, India, 2018

【
第
40
回
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員
】

（
敬
称
略
／
五
十
音
順
）

北野 謙
（写真家）

神山 亮子
（学芸員・戦後日本美術史研究）

上野 修
（写真評論家）

安珠
（写真家）

原 耕一
（デザイナー）

丹羽 晴美
（学芸員・写真論）

柴崎 友香
（小説家）

小原 真史
（キュレーター・東京工芸大学准
教授）
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